
予備実験
降雨で捕虫運動はおこらないか？

食虫植物は、貧栄養な土地でも捕虫することで養分を補い生育することができる。ハエトリソウは、トラばさみ罠
のような捕虫葉の中にある感覚毛に連続して２回触ることで、虫などが入り込んだことを確認し、捕虫運動がお
こる。粘着式罠のモウセンゴケについては、これまでどのようにして、葉に付着したものが、昆虫と判断している
のかよくわからなかった。そこで、モウセンゴケの交配種(ﾓｳｾﾝｺﾞｹ×ﾅｶﾞｴﾉﾓｳｾﾝｺﾞｹ)の葉に、動物性・植物性・

非生物の試料や振動をあたえて葉が捕虫運動をおこすかどうか、確認した。その結果、植物性の試料も動物性
とかわらない反応を示した。継続的な運動を引き起こす化学物質が何かは、まだ不明である。

県立龍野高等学校
自然科学部

食虫植物モウセンゴケは菜食家だった？！

瀧谷咲月、水田環太、小堀 ひなた

研究の進捗状況（研究の完成度表示バー）

テーマ設定 手法の決定 データ収集 提案・考察・結論の導出

Insectivorous Pants Charles  Darwin
THE EFFECTS OF NON-NITROGENOUS AND NITROGENOUS 

ORGANIC FLUIDS ON THE LEAVES.

That water should produce no effect might have 
been anticipated, as otherwise the leaves would 
have been excited into movement by every shower 
of rain.

雨水は何の効果も生じない。そうでなければ葉は降
雨により毎回興奮して動くだろう。

食虫植物 チャールズ・ダーウィン 1875年

食虫植物とは
光合成もするが、昆虫などを捕食する高等植物

研究の目的
モウセンゴケはどのように
昆虫と判断するのか？

新発見
モウセンゴケは降雨によっても、捕虫運
動をおこす。

仮説1
昆虫のもがく振動で、昆虫と判断し、
捕虫運動をおこす。

考察1
振動はなくても、触毛運動はおこる。しか
し振動があれば、葉身の屈曲運動もおこ
ることから、振動は昆虫と判断し捕虫運
動をおこすきっかけとなっている。

試料は輪切りのストロー

仮説2
動物性のタンパク質を受容し昆
虫と判断し、捕虫運動をおこす。

考察2
生物性の試料であれば動物性・植物
性にかかわらず、葉身も捕虫運動をす
ることから、モウセンゴケは植食植物
から、肉食性をもつようになったと考え
られる。

まとめ
モウセンゴケの捕虫運動のうち、
触毛運動は、接触があればおこる。

葉身の屈曲運動は、動物性・植物
性を区別することなくおこる。
→ もともと、植食植物であったが、

捕虫運動を獲得し積極的に昆虫を
捕食するようになった。
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